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2023年（令和５年）5月 2 0日 ●＜ろん・ぽわん＞指先の話

●宇和民具館第 23 回企画展

「戦時下の子どもたち～学校日誌から見えてくる当時

の様子～」を観て

　他人の筆記具や箸の握りが少し気になる。少し、

というのは他人の所作に対して余計なお世話とい

うためらいがある一方で、年齢層によって共通し

た傾向が認められるという興味関心がどうしても

残るからだ。さらに箸が正しく握れないのは親の

躾が云
うんぬん

々という小
こ ご と

言を親の世代から聞かされてき

て、正しい箸の握り方に加えてその正しい伝授法

もやかましく言われてきた、という滑稽かつささ

やかな自負があるからのようだ。

　箸の上げ下げなどという古めかしい物言いが残っ

ている自分が言うその年齢層というのは、もちろん

自分より数世代以上若い人たちを指す。おそらくは

40歳前後までの人たちだろうか。筆記具で言えば、

あんな握りでよくさらさらと字が書けるなと感心し

たり、箸なら米粒ひとつでも掴めるのかなと心配し

てみる。だが教え方がどうであれいずれ字は書ける

ようになるし、食事に支障は起きまい。文字通り大

きなお世話なのだ。多くの日本人にとって正しいと

されてきた筆記具や箸の握りについて調査・研究し

ている若手の文化人類学（？）者がいるかもしれな

い。未読だが『箸はすごい』（エドワード・ワン著

／仙名紀訳／柏書房／ 2016 年）は東アジア文化圏

の視点で書かれているらしい。

　箸を買うために専門店を訪ねた。修理も考慮し

たものの、この際買い換えてみようとなった。デ

パートなどで下見をした上で品揃えがいい専門店

にしたのは正解だった。漆塗りの箸か拭き漆の木

地仕上げか、形状も普通の丸形や四角かそれとも

五角形や八角形など選択肢はさまざま。見た目と

触ってみるのとではやはり差がある。ポイントと

なるのは重さとバランス、そこに持ち心地などの

好みが加わる。木地仕上げの天然木の箸を見ると

南洋材の硬い材が多い。すると重い箸になる。目

を引くのが各職人ともスネークウッド（蛇紋木）

や黒檀、紫檀などのいわゆる唐木を好んで削り出

している。稀少材なのでそれなりに値段も張る。

　スネークウッドは高級品のステッキとして知ら

れているほか、ナイフの柄や万年筆の軸、そして

かつてバイオリンなどの弦楽器の弓にも使われて

いた。しかしスネークウッドの比重と弾性には難

がありチェロやコントラバスの弓ならあり得るが、

現代においては総重量 55 グラムと言われるバイオ

リン弓の材としてはフェルナンブーコの重さとし

なやかさに決定的な利点があると言われている。

　大げさに過ぎると笑われるかも知れないが、指

先の繊細な動作による毎日の箸使いと弦楽器の弓

使いは案外共通点があるように思う。両者とも微

妙なバランスが重要なのだ。もちろん弓の場合は

その先に音の善し悪しが直接的に関わる。

　結局、たくさんの箸を試したあげく幾つかの候

補に絞り、重さ 17 グラムの津軽塗りの箸を買った。

見た目と持ち心地が決め手となった。（埜村太郎）

●発行／ライブラリー・アド・サービス
本社 〒114-0002 東京都北区王子 4-23-4　TEL=03-6908-4643

http://www.las2005.com

指先の話



2

Ⅰ．はじめに

　宇和民具館（以下、民具館）第 23回企画展「戦

時下の子どもたち～学校日誌から見えてくる当時

の様子～」（以下、同展）（開催期間：令和 4年 6月

11日～令和 5年 1月 15日）を見学した。宇和民具

館は愛媛県南予地方の西予市卯
う の ま ち

之町にある。同展は

同地にある宇和町小学校とその前身校である宇和町

尋常高等小学校、宇和町国民学校の学校日誌が民具

館に隣接する国重要文化財・開明学校に所蔵されて

いて、その学校日誌を読み解かれた上
じょうこうきょういち

甲臫一先生

（地元の小学校長などを歴任）の研究成果に基づい

て行われた。上甲先生と民具館の仙波香菜子さんの

お話、展示資料により報告する。

Ⅱ．上甲先生と宇和町小学校の学級日誌との出会い

　開明学校の事務室に大正 4年度から昭和 63年度

の宇和町小学校の学校日誌が並んでいるのを見かけ

た。それが上甲先生の学校日誌との出会いである。

昭和 17年に近隣の村立田
た の す じ

之筋国民学校に入学（現

在の田之筋小学校）された上甲先生は終戦後の墨塗

教科書などが気になり、当時の学校の様子がどのよ

うに記録されているのか学校日誌を読んでいかれ

た。手書きの文字は読みづらい。学校日誌に関心を

持った人が読み易くなるよう活字翻刻された。開明

学校事務室に『学校日誌から読み取る宇和町国民学

校「宇和町小学校」（昭和 16年～ 22年）』などとし

てその成果は保管されている。

Ⅲ．展示

1. 展示の目的

仙波さんは、日本の戦争を語る時、第二次世界大

戦、太平洋戦争を大きく取り上げるが、日本では、

それ以前の明治時代の日清戦争、日露戦争、昭和

6年の満州事変以来の中国との 15年に渡る戦争が

あったこと、その戦争が宇和町で生活する人たちに

反映していたことを学校日誌や民具館に残る資料か

ら読み解き、平和な日常の大切さを考える糧にした

いとのことであった。

２．学校日誌から抽出された戦争

　展示会場には学級日誌を基にした民具館作成の詳

細な年表 (図 1)が掲示されていた。宇和の地にお

ける日々の営みの中に戦争がどのような影響を及ぼ

したかを読み取ることができた。

(1)昭和 2～ 3年度の記述

　“高等科男子　海軍講話傍聴のため町役場に”（昭

和 2年 6月 16 日）、“動員令、出征軍人の見送り、

千人針と戦争気分高潮。” （昭和4年2月26日）など、

満州事変以前から人々は戦争の渦中にあった。

(2)昭和 7年～昭和 11年度の記述

　“宇和島に停泊中の軍艦を見るため二時間授業の

後、尋常三年以上の児童は俵
たわらづ

津の山に行った。” （昭

和 7 年 2 月 23 日）との記述があった。宇和町から

宇和島までは 20 ㎞の距離がある。遠く海を臨め

る俵津の山から遥か宇和島の方向に巨大な軍艦を

見ることができたのであろうか。ただただ軍艦を

見るために授業が早くに切り上げられ、教師に引

率された子どもたちが長い道のりを歩いたのであ

ろう。“灯火管制演習の為、八時より八時五十分ま

で暗黒の世界となる” （昭和 9 年 7 月 20 日）との

記述がある。灯火管制とは敵に見つからないよう

電灯、ろうそくなどの照明を消すことを意味する。

空襲を想定しての演習になる。もう昭和 9 年の時

点で想定されていた。

(3)昭和 12年度

　盧溝橋事件（昭和 12年 7月 7日）を発端に日中

戦争が始まり、“出征兵士見送り＂の記述が頻繁に

記されていた。（7月 31日に始まり13回記載あり）。

一方、”戦死者遺骨お出迎え　午後二時四十分　午

後四時の二回”（昭和 12年 11月 30日）という記述

もある。

(4)昭和 13～ 15年度

　昭和 13年 4月 1日に国家総動員法が公布された。

“家庭防空組合結成式”（昭和 13年 9月 22日）の記
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述があった。家庭防空組合は住民による防空組織で

あった。 “興亜奉公日”が昭和 14年 9月 1日の記

述から登場した。内閣は毎月１日を“興亜奉公日”

と定め、人々は質素倹約の生活を特に実践する日と

なっていた。“どんぐり出荷（九貫五百）県庁宛”（昭

和15年 3月 16日）は薬・染料・インクの原料として、

あるいはパンの原料になるということで児童たちが

どんぐりを集め愛媛県庁に発送したことである。“農

家の児童を除き学級別落穂ひろい” （昭和 14年 11

月 8日）は食料調達のため、稲刈り後に田畑に散ら

ばる落穂の拾い集めであった。食料不足、もの不足

の状況が出現していた。

（5）昭和 16年度

　“桑の皮はぎ”（昭和 16年 5月 29,30、31、6月 2

日）。“乾燥桑皮出荷　4貫俵を 100 俵出荷（1.5 ト

ン）”（昭和 16年 7月 18日）は葉をとった後の桑の

木を伐りその皮をはぎ、繊維工場に運び学生服など

の生地に加工した。綿花がないため桑の皮がその代

用品になった。出来上がった学生服はゴワゴワで着

心地良いものではなく、洗濯すると縮んだ。学級に

何着か配給され抽選で当たった場合のみ購入可能で

あった。“思想対策研究会並びに協議会会場” （昭和

17年 1月 22日）との記述がある。思想や言論を取

図１ 年表（部分）
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り締まろうとする息苦しい時代を象徴するような記

述であった。

(6) 昭和 17年度

　“15:45空襲警報発令 18:40解除”（昭和 17年 4月

18日）と空襲に関する記載が登場していた。“5年

以上開墾作業”（昭和 17年 7月 8日）は食糧難のた

め運動場に畑を作り、芋などを作ることであった。

“女子教員薙
なぎなた

刀講習”（昭和 17年 7月 26日）という

記述があった。

（7）昭和 18年度

　“師
しこんれんせいび

魂練成日”という記述があった（昭和 18年 5

月 1日、6月 20日など）。教師が心身・精神を鍛え

る日であった。“第1回傘の配給（57本）” （昭和 18

年 8月 26 日）“金属回収”（昭和 18年 12 月 14 日）

の記述があった。物資の欠乏を感じさせられる記述

であった。“奉仕作業”、“防空訓練”、“英霊出迎え”

の記述も多数あった。

（8）昭和 19年度

　“警戒警報”、“空襲警報”の記載が多数あった。“牛

馬毛蒐集”（昭和 19 年 4 月 14、15 日）は動物の毛

皮や肉を供出させられたこと、“蕨
わらび

をとろう蕗
ふき

を送

ろう運動実施”（昭和 19 年 4 月 23 日）や“3 年以

上麦の落穂ひろい”（昭和 19 年 6 月 13 日）、“5 年

以上芋の葉柄を取りに行く”（昭和19年10月19日）

は食料不足を補うための活動だった。

（9）昭和 20年度

　空襲警報の記載がある。年表に付した注釈は 4

月～ 8 月警報 177 回、夜間警報 159 回と記してい

る。桑皮はぎ、南瓜植え、さつまいもの苗植えなど、

勤労奉仕に時間が割かれている。“高等科は松根油

工場の勤労奉仕”（昭和 20 年 6 月 15 日～）は、松

の根から採れる油を航空用ガソリンの原料にしよ

うとの試みの作業への勤労奉仕だが、収率が悪く

実用化されなかった。職員は火薬製造に必要な化

学物質“「硝酸カリ」製造講習”を受け（昭和 20

年 8 月 2,3 日）、“「硝酸カリ」作業”を行っている

（昭和 20 年 8 月 14 日）。“第 3 校庭甘藷堀り　夫々

471 貫目（約 1.8 ｔ）、833 貫目（約 3.1 ｔ）を食

料公団へ供出”（10 月 25、26 日）は戦争が終わっ

ても勤労奉仕や供出が続いていたことを示してい

た。廃止教科書収集（昭和 21 年 3 月 4,5 日）、古

教科書受け取り丸通より来校（昭和 21 年 3 月 21

日）。注釈によると墨塗り教科書が郡内から集めら

れ運送会社が集荷にきた。

2. 現物資料の展示

(1)代用品“貝のお玉”

写真1 貝のお玉（宇和民具館所蔵）

　前述の年表の記述には昭和 18年 12月、金属回収

が行われたことが記されていた。国は金属類回収令

を昭和16年 8月制定（のち昭和 18年 8月全面改正）

し、市民は金属製のお玉や湯たんぽまで供出させら

れていた。その結果、写真 1にあるような“貝のお

玉”を使っていた。

(2)アメリカ軍戦闘機の補助燃料タンク（金属製）

写真2 アメリカ軍戦闘機の補助燃料タンク（金属製）（宇和民具館所蔵）

　直径 56 ㎝、高さ 60 ㎝、幅 174 ㎝の金属製の容

器が展示されていた(写真2)。昭和20年７月22日、

宇和島市がアメリカ軍による爆撃を受けた日に宇

和町石
い わ き

城平野の桑畑に落下したものであるという。

当時のことを知る地元の方への聞き取り調査の記

録によると、戦闘機の爆音に空襲かと上空を見上

げた村人たちの目に落下する物体が見え、爆弾か

と思い、防空壕に逃げ込んだという。なかなか爆
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発しないし、爆弾ならまっすぐ落ちてくるが、物

体はゆらゆら揺れながら落ちてきたため、村人た

ちはおそるおそる近づいてみて、補助燃料タンク

であることが分かったとのことであった。補助燃

料タンクは 2 個落ちてきたが、そのうち 1 個の中

には 5～ 6升（9～ 10.8 ℓ）のガソリンが入ってお

り、欲しい人に配られ発動機の燃料に使われたと

のことであった。

Ⅲ　終わりに

　戦時中の人々の暮らしについて漠然としたイ

メージは持っているが、学校日誌という一次資料

を基にした展示により具体的な事実を確認した。

戦時中の人々の個々の具体的な営みを知ることが

できた。
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